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■不十分な知識共有の環境

「生産性向上」の名のもとにパソ

コンが普及し、また「情報共有」

をキーワードにネットワークイン

フラが整備されている。さらに、

今やビジネスにかかわるほとんど

の文書はパソコンで作成され、保

存されるようになっている。

にもかかわらず、パソコンで作

成した文書を探すのに手間取った

り、情報共有のために時間を費や

したり、結局は紙で印刷・保存し、

コピーして流通させたりと、思っ

たほどには電子化による情報共有

の効果が上がっていないのが現状

である。

加えて、文書情報が散在してい

るために、知識共有のためのシス

テム構築や情報セキュリティの確

保にも支障をきたすことが珍しく

ない。

これは、文書ファイルの保存・

共有の管理を利用者に依存してい

ること、文書ファイルの共有の手

段も明確にされていないことのた

めに、パソコンで作成した文書フ

ァイル（＝情報）が個人情報とし

て、これまで通り個人レベルにと

どまっていることが原因と考えら

れる。

■紙主体のワークスタイル
からの脱却

このような、紙を主体とし、紙

に依存したこれまでのワークスタ

イルは、PDE（Paper Document

Environment：紙文書環境）とい

う言葉で表すことができる。

これに対して、文書の作成から

共有、公開、再利用といった文書

のライフサイクルをすべて電子デ

ータによって完結させることで紙

依存型体質からの脱却を目指して

いるのが、EDE（Electronic Docu-

ment Environment：電子文書環

境）という新しいオフィスワーク

スタイルである。

しかし、個人の知識や技術を共

有する方法には困難も多い。たと

えば、実際の業務では文書体系が

複雑で、また部門ごとや種類ごと

にデータベース化されていること

も多く、これらの中から統合的に

目的の文書を検索するのが難しい

場合もある。

このような阻害要因を克服して

EDEを成功させるには、次の３点

が重要となろう。

①何をどのように集約するか

企業活動の主体は文書作成にあ

り、文書のほとんどがパソコン上

で作成されることが前提であるな

らば、まず作成段階から自動的に

集約すべきである。

②集約から共有へ

文書を共有するかどうかは、個

人の裁量に任せるのではなく、基

本的にはすべて共有するという強

制的な考え方へと変化させるべき

である。そのためには、適正なカ

テゴリーへ保存すること、探しや

すい情報をつけることなどが必要

となる。

③共有の規模

日常発生する情報のほとんどは

同一部署内で完結するので、ワー

クグループ単位での集約・管理が
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ペーパー依存型オフィスワークからの脱却

ベストである。また、全社規模の

集約を行うためには、情報の選択

が必須となる。

■EDEを実現する
｢D’sFactory」
NRIでは、EDEを実現するソリ

ューションとして、電子文書一括

管理システム「D’s Factory」を

開発した（図１）。

「D’sFactory」では、パソコン上

で作成したすべての文書ファイル

がサーバー上に自動保存される。

これにより情報の属人化や文書デ

ータの損失・散在を防ぎ、資産の

継承、文書データの再利用を促進

することができる。

集約された文書ファイルは、文

書属性を付与しないと共有、公開、

再利用といった作業ができないよ

うになっている。また、属性をつ

けることにより、共有文書の閲

覧・検索性を高めることができ

る。文書属性は業種や部署ごとに

自由に設定でき、ユーザーの業務

に合わせた分類を定義することが

可能である。

さらに、文書を共通フォーマッ

トへ変換することで、ユーザーは

特別なソフトをインストールする

ことなく、ブラウザー（検索・閲

覧ソフト）から閲覧できるように

なっている。

文書の公開に当たっては、閲覧

の制限を設けることでセキュリテ

ィを確保することができる。また、

公開された情報を印刷やコピーが

できないように設定することも可

能である。

■21世紀型オフィスワークへ

電子政府や電子自治体が現実の

ものとなりつつあるなかで、企業

も紙依存の体質から脱却すること

が求められている。

文書情報を集約し、知識の共

有により業務効率化を実現する

｢D'sFactory」は、21世紀型のオ

フィスワークを確立するための有

効な手段となるだろう。
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図1　｢D’sFactory」のシステム概要�
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